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              【ロータリー財団委員会 橘内委員長】 
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☆ク ラブ 会 報 ・ 雑 誌 ・ 広 報 I T 委 員 会   

委 員 長 ： 勝 嶋 正 幸  副 委 員 長 ： 三 瓶 善 明  委 員 ： 渡 辺 浩 子 ・ 樋 口 静 克 ・村 井 弘 樹  

福島 21 ロータリークラブ 

2020 年-21 年度 会報 

第 16 回 例 会 （通 算 905 回 ） 月 間 スピーチ 

【 ロータリー財 団 委 員 会 ・創 立 20 周 年 活 動 計 画 ② 】 

＜ 2020 年-21 年度 ＞ 

会長 ： 伊藤 淳一 

幹事 ： 丹治 将弘 

THE FOUR-WAY TEST 

＜四つのテスト＞ 

1 真実かどうか 

2 みんなに公平か 

3 好意と友情を深めるか 

4 みんなのためになるかどうか 

【会 場】 クーラクー リアンテ 

【開会点鐘】 18 時 30 分 

【出席報告】 

会 員 数 ： 46 名 

出 席 数 ： 25 

出 席 率 ： 100％ 

休 会 者 ： 0 名 

出席免除者： 13 名 

【本日のプログラム】 

1. 開会点鐘 

2. ロータリーソング「クラブの

歌」斉唱 

3. 四つのテスト唱和 

4. お客様紹介と会長あいさつ 

5. 「ロータリーの友」読みどころ 

6. 幹事報告 

7. 月間スピーチ 

1)「里親について」 

2)「創立 20 周年実行委員会

の報告」 

8. 閉会点鐘 

 

《 会長挨拶 》 

 

VOL. 16 
11 月 5 日 

（木曜日） 

 天候：晴れ

皆様、こんばんは 

本日は月間スピーチです、担当は 

ロータリー財団委員会です。 

ご準備いただき感謝申し上げます。 

そして本日のお客様は高木美幸様です。 

里親制度についてお話しいただく予定 

になっております。 

私たちが知らない里親について学びの 

時間となるかと思います楽しみにしております。 

また、もう一つは創立 20 周年記念事業及び式典祝賀会について宗形守敏実行

委員長からお話しいただきます。クラブ全体での取り組み本番へ向けての準備な

ど気持ちが高揚して参ります。本日も宜しくお願い致します。 

《月間スピーチ》   
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【「里親について」ゲストスピーカー 福島市の里親  高木 美幸 さん】 

 

親の病気や離婚、虐待など様々な事情によって、家族の

もとで暮らせなくなった子どもを、自分の家庭に家族とし

て迎え入れ育てる人のことを里親といいます。 

 

現在日本ではそのような子どもが、45,000 人いるといわ

れておりますが、その大半は児童養護施設というところ

で暮らしています。福島市内でいいますと、愛育園・青葉

学園・アイリス学園の 3 か所です。 

親と暮らせない子どもにとって、これらの施設はとても大

事な存在です。 

しかし、長期的に施設での生活を続けることは、良いこと

ではありません。幼いころから施設での生活しか知らな

い子は、将来自分の家庭を持った時、家庭がどんなもの

なのか想像することができないのです。 

子どもは自分だけを見てくれる人を求めているのです。 

できることなら、子どもは、一対一の関係がある特定の大

人との愛着関係の下で育てることができる里親家庭で育

つことのほうが望ましいと思います。 

 

現在 6 人の里子と暮らしていますが、安心できる家、安

全な居場所、夢や希望がかなえられる環境でありたいと

思っています。 

 この子らが、この先この家を巣立っても、帰ってこられ

る実家のような存在でありたい。いつかこの子らが子を

持ち、孫を連れてまた新しい家族が拡大していくことが私

の希望です。 

 私たち夫婦に天が授けてくれた使命と思い、一人でも

多くの子に寄り添っていくことを心に決め精進いたします。 

 どうか、温かい目で見守ってください。 
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【・創立 20 周年活動計画② 第 3 回創立 20 周年実行委員会の報告】 

10 月 29 日に第 3 回創立 20 周年実行委員会が開催されました。 

 

 

 

スマイルボックス寄付金    

丹治美佳様    

丹治将弘 宗形守敏 佐藤信博 安部宏 三瓶善明 小林利光 佐々木廣光 阿部正美 藤野圭史 佐藤敬 

氏家健 樋口静克 野崎正広 本柳春男 木村幸二 菱沼勝秋 渡辺浩子 今泉睦 小池優 梅津茂巳 

 

ロータリー財団寄付金    

丹治将弘 宗形守敏 佐藤信博 安部宏 三瓶善明 小林利光 佐々木廣光 阿部正美 藤野圭史 氏家健 

本柳春男 菱沼勝秋 渡辺浩子 伊東優子 橘内美智夫 小池優 梅津茂巳 勝嶋正幸   

  

米山記念奨学会寄付金    

丹治将弘 宗形守敏 安部宏 三瓶善明 阿部正美 藤野圭史 氏家健 本柳春男 菱沼勝秋 渡辺浩子  

伊東優子 小池優 梅津茂巳       

 

 

 

 

 

 

 

 

《 本日のお食事 》 

《 委員会報告 》  ※敬称略 


